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まず Halperinらの直観的な運動方程式(1)の代 りに,森公式に従って OL,OT,Ozを変数 とす








ここでd･B-itdsA(S)B(i-3),Dk- XzXL(kト 礼 Z(k)2, そしてOLTはげLと oT の メ モ リ
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以上よ粕 )式の招こ対応する項 [xLZ一面 xz¢LT] × Dk-1は旺 比例することになるoよ-
て(2)式よりIlkは長波長において拙 こ比例するという結論が得 られる.この結果は2流体モデ
ルに従って得 られるものと一致する｡
以上わかったことをまとめると次のようになる. oLの局所平衡-の緩和時間 Tkは k-0で
決 してミクロな大きさではなく,逆に発散するoLかしそれにもかかわらず oLはスピン波 を
記述する変数にはなり得ないOなぜならば,スピン波 を表す変数 oTの運動方程式に入 って く










東大･理 高 野 宏
実空間くりこみ群の方法は2次元のイジング的スピン系に用いられ静的臨界現象に関し良い
結果 を与えている｡1)最近,この実空間くりこみ群の方法を用いて2次元キネティック･イジ
ング模型 (KIM)の動的臨界現象を調べようという試みがいろいろ行なわれている.2),3)
時刻 tにおいてイジング･スピンの配置がtoiである確率分布をPt(to))とすると,KIM
ではこのPtの時間発展は
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